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学
校
給
食
課
は
、
組
織
改
正

に
伴
い
、
係
名
及
び
各
係
の
業

務
内
容
が
左
表
の
と
お
り
変
わ

り
ま
し
た
。

 

問
合
せ  

教
育
総
務
課　

教
育

総
務
係
☎
５
５
１
・
１
９
３
０

　２月５日㈰に味の素スタジアム・都立武蔵野の森公園特設周回
コースにおいて、第 8回中学生「東京駅伝」大会が開催されました。
今回から、選考会を実施し、３回の合同練習を行い、福生チーム一
丸となって大会に臨みました。大会結果は、男子 40位、女子 46位、
男女総合 45位（全 50チーム）でした。選手は次のとおりです。
（敬称略・順不同）
【総監督】　井尻郁夫（福生第一中学校長）
【男子選手】（福生第一中学校）中野雪音（福生第二中学校）三三ツ木
崚雅・髙橋光・濵中賢・池田壮吾・山﨑響・飯田鈴馬・保坂和馬・
仁見丈・髙山幸聖・山﨑匠大侍・村上冬倭・中尾奏太・川西洸介・
井上翔太（福生第三中学校）松村岳人・佐藤海晟・山野タケシ・井
上智輝・瀬志本俊・橋本勇太・田邊心
【女子選手】（福生第一中学校）内野桜花・荻野聖菜・仲宗根綾奈・
新島伽歩・平澤みなみ（福生第二中学校）浅見遥香・井口凜・岡小
雪・亀川梨留・倉鹿野南鼓音・小林優衣・斉藤茉奈・清水彩花・廣
原愛理彩・ムリージョフェルナンダ・森琴美（福生第三中学校）石
川果歩・菅井笑里・二瓶歩里・渡邊諒・渡部亜依子

第８回中学生「東京駅伝」大会結果報告第８回中学生「東京駅伝」大会結果報告
　

平
成
29
年
度
２
学
期
か
ら
の

稼
働
を
予
定
し
て
い
る
防
災
食

育
セ
ン
タ
ー
で
の
学
校
給
食
を

円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
受
配

　

学
校
給
食
課
で
は
小
学
校
７

校
の
給
食
、
約
３
千
食
分
を
調

理
し
て
い
ま
す
。

　

使
用
す
る
食
材
は
、
保
護
者

の
方
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
給

食
費
で
購
入
し
て
い
ま
す
の

 問合せ  教育指導課 指導係 ☎ 551・1538

課 係 主な事務

学校給食課

給食管理係

学校給食計
画、学校給
食センター
の維持管理、
運営審議会

給食運営係

給食費関係、
調理・配食、
給食用物資
の購入、献
立作成

校
で
あ
る
市
内
小
中
学
校
10
校

の
給
食
用
設
備
の
改
修
・
新
設

工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

29
年
度
は
小
学
校
４
校
（
福

生
第
三
・
第
四
・
第
六
・
第
七

小
学
校
）
に
つ
い
て
、
夏
休
み

を
中
心
に
既
存
の
配
膳
室
の
一

部
拡
張
工
事
、
小
荷
物
昇
降
機

の
更
新
工
事
等
を
行
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
こ
の
事
業
は
防
衛
省
か
ら
の

補
助
金
を
活
用
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。

 

問
合
せ  

学
校
給
食
課　

給
食

管
理
係
☎
５
５
１
・
１
３
４
４

で
、
給
食
費
の
未
納
が
増
え
ま

す
と
、
食
材
の
購
入
に
支
障
が

出
て
き
ま
す
。

　

納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
よ

う
、
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
口
座
振
替
を
ご
利
用
の

方
は
、
残
高
不
足
に
な
り
ま
せ

ん
よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
給
食
費
を
長
期
間
納

付
せ
ず
、
催
告
に
も
応
じ
な
い

未
納
者
に
は
、
公
正
・
公
平
性

の
観
点
か
ら
強
制
執
行
（
債
権

差
押
）
を
実
施
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
経
済
的
な
理
由
等
で

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
早
急

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

問
合
せ  

学
校
給
食
課　

給
食

運
営
係
☎
５
５
１
・
８
３
５
１

４
月
か
ら
学
校
給
食
課
の

４
月
か
ら
学
校
給
食
課
の

係
名
等
が
変
わ
り
ま
し
た

係
名
等
が
変
わ
り
ま
し
た

防
災
食
育
セ
ン
タ
ー

防
災
食
育
セ
ン
タ
ー

関
連
工
事
の
お
知
ら
せ

関
連
工
事
の
お
知
ら
せ

給
食
費
の
納
め
忘
れ
は

給
食
費
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

あ
り
ま
せ
ん
か

43名の選手が、福生チームとして、最後までタスキをつなぎました。43名の選手が、福生チームとして、最後までタスキをつなぎました。
応援、ありがとうございました！応援、ありがとうございました！

平
成
29
年
度

福
生
市
教
育
方
針

　

平
成
29
年
第
１
回
市
議
会
定

例
会
に
お
い
て
、
川
越
教
育
長

が
、
福
生
市
教
育
方
針
を
述
べ

ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　

私
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

は
人
づ
く
り
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。
こ
の
た
め
、
教
育
に
携
わ

る
も
の
は
、
児
童
・
生
徒
一
人

一
人
の
良
さ
を
最
大
限
に
引
き

出
し
、
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン

ス
の
よ
い
成
長
を
育
み
、
社
会

的
自
立
を
果
た
せ
る
よ
う
努
め

る
こ
と
が
最
大
の
使
命
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

国
は
、
現
行
学
習
指
導
要
領

等
に
基
づ
く
取
組
が
、
改
善
傾

向
に
あ
る
国
内
外
の
学
力
調
査

の
結
果
な
ど
に
表
れ
て
き
て
い

る
一
方
で
、
判
断
の
根
拠
や
理

由
を
示
し
な
が
ら
自
分
の
考
え

を
述
べ
る
能
力
や
、
社
会
参
画

の
意
識
等
に
つ
い
て
は
課
題
で

あ
る
と
し
て
い
ま
す
。
平
成
29

年
度
は
、
こ
う
し
た
子
ど
も
た

ち
の
現
状
と
課
題
を
踏
ま
え
つ

つ
、
一
人
一
人
の
学
び
を
後
押

し
で
き
る
よ
う
、「
ど
の
よ
う

に
学
ぶ
か
」「
何
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
か
」
ま
で
を
見
据
え

て
、
次
期
学
習
指
導
要
領
等
の

改
定
趣
旨
を
と
ら
え
歩
ん
で
い

き
ま
す
。「
よ
り
よ
い
学
校
教

育
を
通
じ
て
よ
り
よ
い
社
会
を

創
る
」
と
い
う
目
標
を
学
校
と

地
域
社
会
が
共
有
し
、
連
携
・

協
働
し
な
が
ら
、
新
し
い
時
代

に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
を

子
ど
も
た
ち
に
育
む
「
社
会
に

開
か
れ
た
教
育
課
程
」
を
実
現

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
本

市
が
長
年
に
わ
た
り
国
や
都
を

リ
ー
ド
し
て
き
た
生
涯
学
習
の

さ
ら
な
る
充
実
に
向
け
、
生
涯

学
習
に
携
わ
る
多
く
の
方
々
と

共
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
福
生
市
の
将
来
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
成
長
に
は
、

家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
の
三

者
の
役
割
と
連
携
が
不
可
欠
で

す
。
三
者
そ
れ
ぞ
れ
が
適
切
な

役
割
分
担
を
果
た
し
つ
つ
、
相

互
に
連
携
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
し
て
発
信

し
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
予
算
に
計
上
を

い
た
し
て
お
り
ま
す
事
業
の
う

ち
、
主
要
な
事
業
に
つ
き
ま
し

て
申
し
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
ず
、
学
校
教
育
に
お
け
る

主
要
な
施
策
の
１
点
目
は
、
学

力
向
上
策
の
着
実
な
展
開
に
よ

る
教
職
員
の
授
業
力
向
上
で

す
。
学
力
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
推

進
地
域
指
定
事
業
の
充
実
展
開

や
、
産
学
官
の
連
携
事
業
の

取
組
を
I
C
T
推
進
計
画
に

沿
っ
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
展
開
の
中
で
活
躍
で
き
る
力

を
育
て
る
た
め
の
英
語
教
育
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
公
費

に
よ
る
英
語
検
定
の
受
験
や
外

国
語
指
導
助
手
の
常
駐
化
の
質

的
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
福
生
第
六
小
学

校
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

に
指
定
し
、
保
護
者
、
地
域
住

民
等
の
声
を
学
校
運
営
に
直
接

反
映
さ
せ
、
よ
り
よ
い
学
校
を
つ

く
り
上
げ
て
い
く
こ
と
を
目
指
す

学
校
運
営
協
議
会
の
設
置
を
計

画
通
り
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

４
点
目
は
、
不
登
校
対
策
、

い
じ
め
防
止
対
策
、
特
別
支
援

教
育
の
確
実
な
推
進
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
教
育
相
談
室
の

一
層
の
充
実
を
目
指
し
、
専
門

家
チ
ー
ム
に
よ
る
体
制
の
持
続

性
に
重
き
を
置
き
、
充
実
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
平
成
29

年
度
は
、
小
学
校
全
校
に
特
別

支
援
教
室
を
設
置
し
、
合
わ
せ

て
自
閉
症
・
情
緒
障
害
特
別
支

援
学
級
を
福
生
第
六
小
学
校
に

設
置
い
た
し
ま
す
。

　

５
点
目
は
、
平
成
29
年
９

月
に
開
設
す
る
防
災
食
育
セ
ン

タ
ー
の
整
備
工
事
を
着
実
に
進

め
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
給

食
専
用
ラ
イ
ン
を
持
つ
全
国
屈

指
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
さ
ら

な
る
安
心
安
全
を
前
提
に
食
育

の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
の
６
点
目
、
児
童
・
生

徒
の
安
全
対
策
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
通
学
路
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
、
学
校
体
育
館
の
非
構
造

部
材
落
下
防
止
対
策
事
業
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
生
涯
学
習
に
係
る
主

要
な
施
策
に
つ
き
ま
し
て
、
ま

ず
１
点
目
は
、
新
た
な
事
業

と
し
て
国
内
で
ふ
っ
さ
っ
子
グ

ロ
ー
バ
ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
を
実
施

い
た
し
ま
す
。
他
国
の
人
々
と

交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
異
文

化
を
学
び
、
自
国
の
文
化
を
伝

え
る
こ
と
で
相
互
理
解
を
深
め
、

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
し
て
の
資

質
を
養
う
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

２
点
目
は
、
歴
史
・
文
化
遺

産
の
保
全
と
継
承
の
観
点
か

ら
、
旧
ヤ
マ
ジ
ュ
ウ
田
村
家
住

宅
の
古
民
家
に
お
い
て
、
引
き

続
き
一
般
公
開
を
行
い
、
地
域

の
方
々
の
協
力
も
得
、
郷
土
学

習
の
場
と
し
て
活
用
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

３
点
目
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進

の
観
点
か
ら
、
福
生
市
ス
ポ
ー

ツ
推
進
計
画
修
正
後
期
に
基
づ

き
、
各
事
業
の
推
進
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
そ
の
中
で
こ
れ

ま
で
同
様
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー

ト
の
育
成
を
図
り
、
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
支

援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

４
点
目
は
、
公
民
館
に
お
い

て
、
利
用
者
交
流
の
さ
ら
な
る

拡
大
を
目
指
し
、
市
民
等
と
協

働
で
ま
ち
づ
く
り
を
担
っ
て
い

け
る
よ
う
地
域
に
根
ざ
し
た
事

業
等
を
実
施
し
、
市
民
を
対
象

に
リ
ー
ダ
ー
養
成
事
業
も
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
の
５
点
目
は
、
図
書
館

に
お
い
て
、家
庭
、地
域
、学
校
、

図
書
館
等
が
相
互
に
連
携
を
図

り
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
さ

ら
な
る
充
実
に
も
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
な
る
課
題

認
識
と
し
て
、発
達
段
階
に
沿
っ

た
子
ど
も
の
学
び
の
質
を
高
め

る
就
学
前
教
育
と
し
て
、
幼
保

小
と
の
連
携
の
質
的
転
換
も
課

題
認
識
と
し
て
全
庁
的
に
展
開

す
る
こ
と
が
さ
ら
な
る
教
育
の
底

上
げ
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
は
、
未

来
か
ら
の
使
者
で
あ
る
と
言
わ

れ
ま
す
。
教
育
に
よ
る
「
人
づ

く
り
」
こ
そ
が
、
持
続
的
に
発

展
す
る
福
生
市
を
創
る
こ
と
で

あ
り
、
教
育
は
未
来
へ
の
投
資

で
す
。
福
生
市
で
学
ん
で
本
当

に
よ
か
っ
た
、
今
後
も
福
生
市
で

学
び
続
け
た
い
と
言
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
福
生
市
の
教
育
の

持
続
、
発
展
に
組
織
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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